
◆関西教育学会 第 75 回大会（佛教大学）のご案内（２次案内）◆ 

 

関西教育学会 

会長 原 清治 

第 75 回大会実行委員会（佛教大学） 

委員長 小林 隆 

 

 

会員の皆様におかれましては、益々ご清祥のことと拝察申し上げます。この度、関西教育学会第

75 回大会を佛教大学：紫野キャンパスにて開催する運びとなりました。つきましては、日程・公開

シンポジウム・自由研究発表等についての概要を、下記の通りご案内致します。 

4 年ぶりに「対面」での大会開催となります。錦秋の京都にお集まり頂き皆様の知見を交流すると

ともに、成果を広く社会へ還元して参りたいと思います。どうか万障お繰り合わせの上、ご参加頂き

ますようお願い申し上げます。 

 

 

 

記 

 

１ 主催      関西教育学会 

 

２ 会場       佛教大学 紫野キャンパス 

京都市北区紫野北花ノ坊町 96 

※京都市バス 

「佛教大学前」下車 徒歩 3 分 

「千本北大路」下車 徒歩 10 分 

 地下鉄烏丸線「北大路」下車での 

バス接続が便利です。 

 

３ 日時          2023 年 11 月 19 日（日）9:00〜16:30  

自由研究発表・公開シンポジウム等 

 

４ 参加対象者    関西教育学会関係者 教育学研究者 

教育行政関係者 学校（園）教育関係者 

生涯学習・社会教育関係者   

教育実践・教育研究に関心のある方々 

 

５ 参加費     2,000 円 

 

 



６ 日程等 

(1) タイムテーブル 

・受付開始                   9:00- 

・自由研究発表                      9:30-12:00 

・昼食                             12:00-13:00 

・ランチタイム・セミナー（詳細は別紙）     12:00-13:00 

・総会                                   13:00-13:45 

・公開シンポジウム                            14:00-16:30 

   ※懇親会は今暫く自粛とします。 

 

(2) 公開シンポジウム 

① テーマ 「教育における理論と実践を架橋する -授業実践を科学する-」 

② 趣旨 

 学校教育の場における日々の授業実践は基本的には学習指導要領に依拠するが、教科書内容を説明

する授業・子どもの学習活動を重視する授業・特定の先生や研究団体が提唱する考えに基づく授業・

他の教員や自身の経験則に基づく授業などが実践される状況がある。その授業が「良い」と判断され

る場合、「なぜ良いのか」を理論的に説明できない限り、授業はいわゆる「名人芸」「授業の表面上の

追試」で終わってしまうことが多い。「否」と判断される場合は、「なぜ否なのか」を理論的に説明で

きないとその改善点を見出すことができない。そこで求められるのは、教育科学としての実践研究で

ある。全国の先生方が実践されている幾多の素晴らしい授業を「実践発表」「実践交流」で終わらすこ

となく「実践研究」として蓄積するには、実践者（理論の実践化）と理論家（実践の理論化）の協働

した取り組みが求められる。今回の基調講演とシンポジウムは、そのような考えのもとに設定した。

今回は「授業」にフォーカスしたが、「学級経営」「生徒指導」等にもその考えは汎用できる。 

 

 

進行            小林 隆  （佛教大学教育学部教授） 

趣旨説明、基調講演者・話題提供者・指定討論者紹介等                 14:00-14:10 

 

基調講演 

講演者    ：市川 伸一（帝京大学中学校・高等学校校長、東京大学名誉教授）    14:10-14:50 

 

 

シンポジウム 

話題提供 

話題提供者① ：岡村 佳之（初等教育：京都府総合教育センター研究主事兼指導主事）15:00-15:25 

話題提供者② ：小林 広和（中等教育：京都府山城教育局指導主事）           15:25-15:50 

 

討論                                      15:50-16:30 

指定討論者① ：市川 伸一 

指定討論者② ：赤沢 早人（奈良教育大学教授） 



７ 自由研究発表について（再掲） 

自由研究発表は、Web 上からお申し込みください。研究紀要への投稿を予定されている方は、本大

会においても研究発表されることを期待いたします。 

 

申し込みは、以下のアドレスまたは QR コードより「関西教育学会第 75 回大会（佛教大学）：自由研 

究発表申し込みフォーム」にアクセスして、必要事項を記入の上、送信ボタンを押してください。 

回答のコピーが自動返信されます。これまで送付していた「発表申し込み受領通知」「自由研究発表 

資格確認済通知」の発送はいたしません。大会プログラムにてご確認ください。 

 

https://forms.gle/UffVykhSgj1revTDA 
 

締め切り：8月 31 日（木）  

「第 1次案内」から延長しました。 

 

(1)発表件数 

① 一人一件に限ります（共同研究発表においては筆頭者の場合：連名はこの限りでありません）。 

② 共同研究発表の場合は全員の名前を記し、発表者に○印をつけてください。また、発表時には 

発表者全員が揃って出席していただく必要があります（全員が参加費をお支払いください）。

やむを得ず出席できない場合は、必ず事前に大会実行委員会事務局：研究発表アドレス	

（ kansai75no2＠bukkyo-u.ac.jp ）に連絡をお願いいたします。 

 

(2)発表時間 

個人研究発表・共同研究発表：発表 20 分 質疑応答 8分 

 

(3)発表者の資格 

① 発表者は本学会員であり、発表申し込みまでに2023年度会費を納入されている方に限ります。

共同研究発表者も同様に、年会費納入をお願いいたします。 

② 未入会で発表を希望される方は、8 月末までに本学会事務局宛に入会申込書送付（メール添

付）、年会費納入を完了した上で、自由研究発表申し込みフォームに入力してください。入会

申込書は、関西教育学会ホームページ（ https://kansai.educ.kyoto-u.ac.jp/ ）の「入会

案内（申し込み）」から取得してください。 

 

(4)予定する分科会（発表申込みの内容に応じて変更する場合があります） 

  教育学 教育思想・哲学 教育史 学校教育 教育方法 教育心理 教師教育 高等教育 

  生徒指導 比較教育 幼児教育 教科教育 特別支援教育 臨床教育 等 

 

(5)「発表要旨」の提出  

発表者は、「発表要旨」（A4：1ページ）を執筆して大会実行委員会に提出してください。「発表要 

旨」のテンプレートを学会ホームページに掲載しています。あわせて紙末の様式をご参照くださ 

い。 



※ 「発表要旨」は、PDFでご提出いただいたそのままの内容で学会ホームページに掲載となりますの

でご注意ください。 

※ 提出は、以下のアドレスまたは QR コードより「関西教育学会第 75 回大会（佛教大学）：自由研究

発表資料提出フォーム」にアクセスして、必要事項を記入の上、「発表要旨」をアップロードした

上で送信ボタンを押してください。回答のコピーが自動返信されます。 

 

https://forms.gle/pSkESNmBsN2S9n297 

 

締め切り：10 月 10 日（火） 

 

 

※ 発表用資料は、30部をご持参ください。当日、各教室にて配布させていただきます。 

 

 

８ 参加申し込み 

【 自由研究発表のお申し込みをされた方を含め、すべてのご参加希望の方 】 

次の要領でお申し込みください。 

 

(1) 以下のアドレスまたは QR コードより「関西教育学会第 75 回大会（佛教大学）：参加申し込みフォ

ーム」にアクセスして、必要事項を記入の上、送信ボタンを押してください。回答のコピーが自動

返信されます。    

 

 https://forms.gle/KTfdeQmg6MAYktVi8   

 

締め切り：11 月 10 日（金） 

 

(2) 参加費をご確認ください。 

会員・一般参加者 ： 2000 円 

 

(3) 参加費のお振込をしてください。銀行 ATMにて 11 月 10 日（金）までのお振込にご協力ください。

振込み者名は個人名としてください。 

本口座は第 75 回大会専用口座です。学会入会や年会費については、学会事務局：学会ホームペー 

ジにてご確認ください。 

 

 

京都銀行 金閣寺支店（店番 165） 普通口座 3898915 

関西教育学会第 75 回大会実行委員会（佛教大学） 

 

 

(4) 当日の参加申し込み（会員・一般）も歓迎します。受付までお申し出ください。 



９ 研究大会当日の運営及び留意事項 

  

(1) 駐車場 

キャンパス専用の駐車場はございません。お越しの際は、できるだけ公共交通機関をご利用くだ

さい。お車でお越しの際は、近隣の有料駐車場をご利用ください。ただし、数は限られておりま

す。 

 

(2) 受付・配布物 

研究大会当日は、受付を済ませてからご参加ください。 

大会プログラムの発送や大会当日の「発表要旨」集の配布はございません。事前に学会ホームペー

ジからダウンロード頂くか、本学「eduroam」（キャンパス無線 LAN の相互利用システム）をご活

用ください。 

 

(3) 昼食 

昼食の予約・販売は行いません。キャンパス 1 号館地下に学生食堂・コンビニエンスストアがご

ざいます。昼食会場として教室を確保しますので、必要に応じてご利用ください。 

 

(4) 新型コロナウイルス感染症対策 

新型コロナ感染症対策として、「体温測定」「こまめな手洗い・手指消毒」等のご協力をお願いしま

す。当日の体調不良は、参加をお断りすることがあります。また、大会終了後 1 週間以内に新型

コロナ感染症の罹患が確認された場合、大会事務局への報告をお願いします。懇親会・情報交換会 

の実施は見送ります。 

 

(5) 宿泊 

宿泊の手配は、各自で行なってください。大会期間中は秋の行楽シーズンであり、京都駅を中心に

観光客が多数訪れますので、早めの手続きを強くお勧めします。 

 

 

10 今後の通信予定 

  必ず学会ホームページをご覧ください。   	 https://kansai.educ.kyoto-u.ac.jp/ 

 

     10 月下旬    大会プログラム・「発表要旨」の掲載   

 

その他、随時ホームページ上でご連絡する可能性がありますので、定期的にホームページをご確 
認頂きますようお願い申し上げます。 

 

 

11 問い合わせ先 

  ・大会全般：h-takami＠bukkyo-u.ac.jp    （事務局長：高見 仁志） 

    ・研究発表：kansai75no2＠bukkyo-u.ac.jp （事務局次長：平田 豊誠） 



【 発表要旨：原稿の様式 】 

 

※A4：1ページで作成してください。 

 

 

 

関西教育学会第 71回大会における発表要旨集録原稿の書式について 

――A4・1ページの分量―― 

 
関西 太郎  

  （関西教育学会大学） 
 

１．本発表の目的 
本文は 7行目から開始し、2段組で書いてく
ださい。明朝体でお願いします。ここで示して

いるタイトル等はあくまで一例です。○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○、

○○○○○○○○○○。  
○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○。○○○○、○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○、○○○○○○○○○○。○○

○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○。○○○○、○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○、○○○○○○○○○○。○○○○

○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○。○○○○、○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○、○○○○○○○○○○。○○○○

○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○。○○○○、○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 
 
２．本発表の内容 
（1）□□□□□□ 
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○、○○○○○○○○○○。○○○○

○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○。○○○○、○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 
（2）△△△△△△ 
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○、○○○○○○○○○○。  
○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○。○○○○、○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○。 
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○、○○○○○○○○○○。  
○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○。○○○○、○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○、○○○○○○○○○○。○○

○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○。○○○○、○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 
（3）◇◇◇◇◇◇ 
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○、○○○○○○○○○○。 
  

図 ＊＊＊＊＊＊ 
 
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○、○○○○○○○○○○。○○○○

○○、○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○。 
 

引用・参考文献 
△△△（2019）『○○○の～～～～～について』■■
出版 

図表等があれば示してください。 

記入例 タイトルは、ゴシック体

で 12ポイント 

本文は 10.5 ポイント・明朝体
で 7行目から開始（2段組で） 

サブタイトルが

無い場合は空行 

氏名・所属は

右揃え 
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長光 太志 

顧問 
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